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く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、

目
の
か
ゆ
み
を
、
花
粉
症
の
4
大

症
状
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
花
粉
が
口
か
ら
入
る

こ
と
で
、
下
痢
や
吐
き
気
、
腹
痛

と
い
っ
た
消
化
器
症
状
が
起
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
花
粉

の
量
と
種
類
に
よ
っ
て
は
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
い
っ

た
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。
異
物
を
食
べ
る

こ
と
で
、
口
腔
内
に
し
び
れ
や
痒

み
が
生
じ
る
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症

候
群
と
い
う
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
個
人

差
が
あ
り
、
花
粉
の
量
に
比
例
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
気

汚
染
や
衛
生
環
境
も
花
粉
症
に
関

わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
体
は
「
花
粉
」
と

い
う
異
物
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
が
侵

入
す
る
と
、
ま
ず
、
そ
の
異
物
を

受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
判
断
し
ま

す
。
身
体
が
排
除
す
る
と
判
断
し

た
場
合
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
反
応
す

る
物
質
（
Ig
Ｅ
抗
体
）
を
体
内
で

つ
く
り
ま
す
。
抗
体
が
で
き
た
後
、

再
び
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
侵
入
し
て
こ

の
Ig
Ｅ
と
結
合
す
る
と
、
様
々
な
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介
護
老
人
保
健
施
設 
春
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

家
庭
の

医
学
花
粉
症
に
つ
い
て

　

現
在
、
日
本
人
の
約
25
％
が
花
粉
症
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
花

粉
症
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
花
粉
が
原
因
と
な
っ
て
、
く
し
ゃ
み

や
鼻
水
と
い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
季

節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
鼻
炎
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
花
粉
症
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る
植
物
は
約
60
種
類
以
上

あ
り
、
最
も
多
い
の
は
ス
ギ
花
粉
症
で
す
。
原
因
と
な
る
ア
レ
ル
ゲ

ン
に
は
地
域
差
や
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
ア
レ
ル
ゲ
ン
も
1
つ
と
は

限
ら
ず
、
複
数
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

症

　
　状

花
粉
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

今
月
の
目
次

家
庭
の
医
学

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
体
験
談

介
護
教
室

今
月
の
川
柳
・
編
集
後
記

ページページページページ

◎
治

　療
◎

　

大
き
く
対
症
療
法
と
根
治
療
法
2
つ

の
治
療
法
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

◇
対
症
療
法

・
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド

薬
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
の
内
服
・
注

射
・
点
眼
薬
が
あ
り
ま
す
。

・
漢
方
薬
：
症
状
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
体
質
に
合
わ
せ
た
薬
の
投
与
を
行

い
、
体
質
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

・
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
：
免
疫
力
の
強
化

や
、
鼻
症
状
の
緩
和
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

◇
根
治
療
法

・
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
：
ア
レ
ル
ゲ

ン
エ
キ
ス
を
投
与
す
る
こ
と
で
、
免

疫
反
応
を
寛
容
に
導
い
て
い
く
治
療

法
。

・
レ
ー
ザ
ー
治
療
：
鼻
粘
膜
の
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
起
こ
し
て
い
る
部
分

に
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
あ
て
て
、
そ

の
部
分
を
変
質
さ
せ
る
こ
と
で
、
鼻

症
状
を
抑
え
る
治
療
法
。

・
手
術
療
法
：
電
気
凝
固
法
、
凍
結
手

術
を
行
う
こ
と
で
、
鼻
腔
の
通
気
を

改
善
し
た
り
、
鼻
水
を
と
め
る
神
経

切
除
を
行
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
鼻
に
入
る
ア
レ

ル
ゲ
ン
を
減
ら
し
、
症
状
を
軽
く
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

・
花
粉
情
報
に
注
意
し
、
飛
散
の
多
い

日
は
で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
る
。

・
外
気
を
入
れ
な
い
よ
う
に
、
窓
や
戸

を
閉
め
る
よ
う
に
す
る
。

・
外
出
時
に
は
、
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を

着
用
す
る
。

・
花
粉
が
付
き
や
す
い
、
毛
織
物
の

コ
ー
ト
は
な
る
べ
く
着
用
せ
ず
、
帰

宅
時
は
髪
や
衣
服
か
ら
花
粉
を
払
い

落
と
す
。

・
入
室
し
た
ら
、
手
洗
い
、
う
が
い
、

洗
顔
、
鼻
を
か
む
よ
う
に
す
る
。

化
学
伝
達
物
質
が
分
泌
さ
れ
、
く
し
ゃ
み

や
鼻
水
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
、
体
内
か

ら
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
排
出
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
反
応
は
、
も
と
も
と

異
物
が
体
内
に
入
ら
な
い
た
め
に
起
こ
る

正
常
な
防
衛
反
応
で
あ
り
、
身
体
を
様
々

な
危
険
か
ら
守
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

異
常
な
ま
で
に
過
敏
に
反
応
し
て
し
ま
う

こ
と
で
、
私
た
ち
が
不
快
に
感
じ
て
し
ま

う
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。

①
ア
レ
ル
ギ
ー
の
証
明
：
現
れ
て
い
る
症

状
が
本
当
に
花
粉
症
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

問
診
や
鼻
の
粘
膜
の
状
態
、
花
粉
の
飛
散

時
期
な
ど
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
査
し
ま
す
。

②
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
特
定
：
採
血
や
微
量
の

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
皮
内
注
射
し
て
反
応
を
み

る
皮
内
テ
ス
ト
。
皮
膚
に
小
さ
く
傷
を
つ

け
、
そ
こ
に
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
た
ら
し
て
反

応
を
調
べ
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
テ
ス
ト
。
ア
レ

ル
ゲ
ン
を
染
み
込
ま
せ
た
上
を
鼻
粘
膜
に

の
せ
て
症
状
を
誘
発
さ
せ
る
鼻
誘
発
テ
ス

ト
等
が
あ
り
ま
す
。

検

　
　査

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
回
避
と
除
去
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春
日
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
一
足
早
く
、
２
月
２
日
㈭
に
節
分

の
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者

さ
ん
は
豆
ま
き
が
出
来
る
よ
う
に
席

を
移
動
し
、
豆
ま
き
で
体
が
疲
れ
な

い
よ
う
に
み
ん
な
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
を
行
っ
て
準
備
万
端
。「
鬼
さ
ー

ん
」
と
み
ん
な
の
掛
け
声
で
赤
鬼
が

登
場
!!
今

年
の
鬼
は

な
ん
だ
か

ぎ
こ
ち
な

い
鬼
さ
ん

の
動
き
を

し
て
い
ま

す
。
鬼
さ

ん
が
近
づ

く
と
は
つ

ら
つ
し
た

掛
け
声
で

図
れ
て
い
る
。
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
普
段
の
生

活
に
も
変
化
が
あ
り
、
動
く
こ
と
に

楽
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
現
在
、
利
用
を
迷
っ
て
い
る

方
が
い
れ
ば
1
度
試
し
に
利
用
し
て

み
る
と
良
い
結
果
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
の
機
械
そ
の

も
の
も
使
用
方
法
は
決
し
て
難
し
い

も
の
で
は
な
い
の
で
私
た
ち
に
も
わ

か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
。
利
用
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
女
性
W
さ
ん
（
86
）

　

環
境
が
新
鮮
で
良
い
。
ス
タ
ッ
フ

メ
ン
バ
ー
が
若
々
し
く
親
切
で
良
い
。

1
ヶ
月
間
通
い
ま
し
た
が
今
は
慣
れ

て
楽
し
く
利
用
で
き
て
い
ま
す
。
1

つ
言
え
ば
も
う
少
し
女
性
の
利
用
者

（
友
達
）
が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
男
性
A
さ
ん
（
77
）

　

コ
ー
ヒ
ー
が
う
ま
い
。
職
員
が
優

し
く
親
切
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
女
性
H
さ
ん
（
85
）

　

職
員
さ
ん
に
料
理
の
作
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
た
の
で
自
宅
で
是
非
と

も
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
楽
し
み
が

増
え
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
男
性
K
さ
ん
（
83
）

　

設
備
が
良
い
。
職
員
全
員
の
感
じ

が
良
い
。
読
書
用
の
本
を
た
く
さ
ん

入
れ
て
欲
し
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
男
性
N
さ
ん
（
86
）

　

こ
こ
に
来
る
と
知
ら
な
い
人
と
の

交
流
が
あ
り
友
達
も
で
き
る
。
話
し

合
い
で
共
感
を
得
ら
れ
る
。

「
鬼
は
外
」

と
豆
を
投

げ
つ
け
ま

し
た
。
一

度
鬼
さ
ん

は
退
場
し

ま
し
た

が
、
利
用

者
さ
ん
が

ま
だ
ま
だ

豆
ま
き
を

し
た
い

と
の
こ
と
で
鬼
さ
ん
が
再
登
場
し
て

み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
小
柄
な
鬼
さ
ん
で
し

た
が
大
活
躍
と
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
南
東
北
春
日
リ
ハ

デ
イ
石
川
が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん

に
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い

る
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

◇
男
性
E
さ
ん
（
67
）

　

自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

利
用
前
は
体
操
程
度
の
運
動
の
施

設
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
機

械
を
使
っ
た
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
が
で

き
て
い
る
こ
と
満
足
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
自
分
の
体
力
に
従
っ
て
色
々

な
機
械
を
使
い
こ
な
し
て
い
き
た
い
。

機
械
の
運
動
量
に
職
員
が
制
限
を
す

る
と
い
う
こ
と
が
無
い
の
で
自
分
の

体
調
や
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
量
が

楽
し
く
て
余
計
な
事
（
心
配
事
や
健

康
面
で
の
不
安
な
ど
）
を
考
え
な
い

で
済
む
。
1
日
が
と
て
も
充
実
し
て

い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇
男
性
I
さ
ん
（
64
）

　

自
宅
か
ら
近
く
自
分
と
し
て
は
と

て
も
良
い
。
全
面
的
に
体
の
痛
み
は

取
れ
て
き
た
し
動
き
は
楽
に
な
り
動

き
も
良
く
な
っ
て
き
た
。
欲
を
言
え

ば
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を
も
う
一
人

追
加
し
て
時
間
を
し
っ
か
り
か
け
た

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
い
。
平
屋
造
り

と
い
う
の
は
理
想
的
だ
。

管
理
者
よ
り

１
ヶ
月
を
経
過
し
て
…

　

利
用
者
さ
ん
も
徐
々
に
増
加
し

賑
や
か
さ
を
日
々
感
じ
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

業
務
の
流
れ
な
ど
も
定
着
し
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の

余
地
は
あ
り
日
々
の
業
務
の
中

か
ら
見
え
て
き
た
課
題
も
明
確
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
利
用
者

さ
ん
や
関
係
者
（
介
護
支
援
専
門

員
な
ど
）
さ
ん
か
ら
も
色
々
と
ご

意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
よ
り
良
い

関
係
づ
く
り
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
に

寄
り
添
う
姿
勢
を
保
ち
つ
つ
よ
り

一
層
研
鑽
に
努
め
利
用
者
さ
ん
の

笑
顔
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
元
気
に
!!

鬼
は
外
、
福
は
内 

南
東
北
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日
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リ
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談
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住宅改修費支給制度について住宅改修費支給制度について
　ご自宅で生活されている要介護、要支援認定を受け
ている方が、トイレや浴室、玄関などに手すりの取り
付け等をご希望の際は、心身状態や住宅環境から各市
町村に改修が必要と認められた場合に限り、居宅介護
住宅改修費（介護予防住宅改修費）の支給を受けるこ
とができます。
　改修にあたっては、施行前にあらかじめ支給申請書
を各市町村の長寿福祉課等の窓口に提出し、許可を頂
いた後、工事後の領収書等の書類の提出が必要となっ
てきます。
　また、支給対象となる工事の内容には制限があるの
で確認が必要です。
○支給額について

　支給額は上限が定められており同一住宅に対し20
万円を限度として自己負担1割で工事を行うことがで
きます。なお転居した場合には改めて上限に達する
までの住宅改修費の支給を受けることができます。

○要介護状態が著しく重くなった場合
　最初の住宅改修後、認定されている介護度が3段階
以上重くなった場合は、例外的に1回のみ支給限度基
準額20万円分の住宅改修費支給が受けられます。

○支給対象となる改修の種類

①手すりの取り付け　　　②床段差の解消
③滑りの防止、移動の円滑化のための床または通路面の変更
④洋式便器等への便器の取替え
⑤引き戸などへの扉の変更
⑥その他①～⑤の工事に附随して必要な工事

○事前申請に必要な書類
・介護保険居宅介護（支援）住宅改修費支給申請書
・住宅改修が必要な理由書　　・工事費見積書
・住宅改修の予定の状態が確認できる書類
　（改修前及び改修後予定の簡単な図や写真）
＊｢住宅改修が必要な理由書｣は基本的に介護支援専

門員が作成しますので事前に御相談ください。
○事後の申請に必要な書類

・住宅改修に要した費用に係る領収書
・工事費内訳書
・完成後の状態を確認できる書類
　（改修前、改修後の日付入り写真を添付）
・住宅の所有者の承諾書

詳しくは各市町村長寿福祉課等の窓口、地域包括
支援センター又はケアマネージャーにお問い合わ
せください。

　これらの事を予防す
るためには、リハビリ・
運動を行うことがとて
も重要です。簡単なリ
ハビリは、まず座って
過ごすことです。座っ
ていることだけでも身
体の筋肉を使います
し、家族と会話するこ
とで脳を刺激し、症状の進行を抑えることができま
す。また、自分でできることは自分でやる、歩く習
慣をつくるなど、なるべく体を使うように心がける
ことが重要です。震災や放射能の影響から、外出の
減少や、スポーツや趣味を遠慮する傾向が強まって
いる方も多いと思いますが、できる範囲で活動性を
維持し、生活不活発病を予防しましょう。

生活不活発病（廃用症候群）リハビリコー
ナー

　先日、「宮城県南三陸町高齢者の 2 割　生活不活発
病か　震災後に歩行困難」という記事が河北新報及
び YAHOO! ニュースに掲載されました。生活不活発
病とは、廃用症候群とも呼ばれ、病気や怪我から過
度に安静にすることや、活動性が低下したことなど
により生じた心身機能の低下により、日常動作が困
難になった状態をさします。肉体的には、関節がか
たくなったり、筋肉が衰えたり、立ちくらみを感じ

たりと、色々な症状が
現れます。精神的には、
認知症やうつ症状が現
れることがあります。
これらは悪循環をきた
し、最悪な状態では、
寝たきりとなってしま
うことがあります。



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

通所介護事業所 南東北春日リハデイ石川
TEL.0247-56-3711
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■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　春日リハビリテーション・
　ケアセンター

ホームページアドレスが変わりました

健 診禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています

●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

診療科
■外来診察担当医表 （予定）　3月の眼科診療日は3月12日・3月26日の予定です。

診療時間
午前8：30～12：30
午後1：30～  4：30
午前8：30～12：30
午後1：30～  4：30
午後1：30～  4：00
午後1：30～  4：00
午前8：30～12：30

月
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

小林 奈美江

後藤 恒夫

火
大越 透
大越 透

水
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

北原 正樹
後藤 恒夫

木
大越 透
樋口 健弥

金
佐藤 哲夫
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

土
大越 透
後藤 恒夫

後藤 恒夫

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

眼科
形成外科 ・ 皮膚科

リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・
言語聴覚療法

南 東 北 春 日
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○郵便の場合
〒962-0817 福島県須賀川市南上町123-1
南東北春日リハビリテーション病院
広報委員 「川柳募集係」あて
○FAXの場合 FAX.0248-63-7265
※応募していただいた作品は返却しておりませんので、
　返却を希望する場合はお申し出ください。
※応募の際に提供された個人情報は、本人の承諾なく
　第三者に提供されることはありません。
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　今年は４年に１度のオリンピックとうるう年ですね。今回取り上げるのはうるう年で
す。皆様、なぜ、４年に１日２月２９日が存在するかご存知ですか？調べたところ、地
球が自転することにより１日が決まり、太陽の周りを１年かけて公転します。１回の公
転が３６５日ではなく、正確には３６５．２４２２日なんだそうです。この小数部分を調整
するのがうるう年です。 西暦が４で割り切れる年はうるう年ですが、西暦を１００で割
り切れればうるう年にならず、４００で割り切れればうるう年を行うそうです。 かつて
２０００年にうるう年が無かったのをみなさん覚えていらっしゃいますか？（真陀無理史）




